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地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議に寄せて 
 全国中学校文化連盟理事長 野口 由美子 

 全国中学校文化連盟は、「文化部で活躍している中学生にも、運動部で活躍する中学生と
同じように輝くことのできる場を」という願いのもと、誕生した組織です。 
平成５年度に東京都で文化活動の発表会、展示会を開催し、都中文連発足記念デモンスト

レーションとしての大会を行ったことをきっかけに、年々、参加地区が増え、平成１3 年度
に全国中学校文化連盟文化発表会(第 1 回全国中学校総合文化祭)が開催できる運びとなっ
た経緯がございます。さらに北海道から沖縄まで徐々に加盟団体が増え、毎年様々な地区で
全国大会を実施してまいりました。今年度は「第 23 回全国中学校総合文化祭 山口大会」
を開催いたします。先達の熱い思いを受けて、まだまだ発展途上の組織ではありますが、子
どもたちの文化活動を力強く支えていこうと活動を続けております。
今回、第 1 回目の部活動改革に関する実行会議に出席させていただきたく思っておりま

したが、ちょうど「山口大会」の 2 日目と重なってしまい、下関の会場におりますため欠席
させていただくことになりました。残念ですが、どうぞよろしくお願いいたします。 
ぜひ山口大会の理事会の場で、各地区の理事から地域移行に関する現状を聞いて、次回以

降にご報告させていただきたいと思っております。今回は、野口個人の意見になりますこと
をご了承いただければと思います。 
部活動地域移行に向けた部活動改革推進期間の３年が経過し、本連盟でも少しずつその

方向が進みつつあります。これまでの新しい試みをいくつかご報告いたします。 
全国中学校総合文化祭では、これまでも地域で活動する中学生も一緒に参加できる形を

進めてまいりましたが、昨年度の理事会で、これからはさらにいくつかの中学校が合流した
形での参加や、地域からの参加を歓迎していこうという方向が確認されました。 
また、一昨年度の理事会で NPО法人の加盟が申請され、参加者全員の承認を得て加盟が

実現しました。今後は活動の幅が広がっていくことを期待しています。 
次年度は NPО法人と全国中文連で主催する新しい形の総合文化祭を計画しております。

また一歩ずつ、新たな風が吹くことを期待し、努力して参ります。 
今後は、地域との連携を深めることや地域移行の方向を模索しながら部活動改革が進ん

でいくと考えます。 
部活動地域移行に関しましては、指導者の問題や活動場所、費用など様々な課題があること
を承知しておりますが、私が関係する演劇部の例をあげますと、各学校に外部指導員の導入
が増えてきていることを実感しております。外部指導員の方々は劇団に所属する方や退職
した元演劇部の顧問など、子どもたちにとって安心感のある信頼に足る指導者があたって
おります。東京都中学校演劇研究会のメンバーのネットワークを根底に様々な人材の確保
が進んでおります。東京都の各地区の大会では参加校が減ってしまった地区が合同で大会
を実施するなどの工夫が報告されています。これらの状況は東京だけでなく、いろいろな地



域でも同様な工夫がみられております。 
全国中文連関東ブロックの演劇大会では、各地区の役員(私学とも連携)が中心となって役

割を分担し、大会の運営にあたっております。 
また、多くの学校に外部指導員が導入され、退職した顧問の協力などもあり、学校の顧問

だけではないいろいろな人材が、子どもたちの発表の場を支えています。 
次回以降は、演劇部門だけでなく、前述の全国各地区のさまざまな実践や進捗状況、課題

をより多くご報告させていただければと思います。 
 日本の文化は、世界に誇れる素晴らしいものだと思います。そして、文化活動に取り組む
子どもたちの一所懸命な姿にはいつも感動を覚えます。中学生という最も多感な大切な時
期に様々な文化に触れ、その持てる力を育成できるよう、途切れることのない文化活動の新
たな方向を模索していきたいと考えます。 




